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『
祗
園
物
語
』

の
伝
本

柳

沢

昌

紀

 

 
 

 

は

じ

め

に

 

『
砥
園

物

語
』

は
、

儒
学

を

基
盤

と

す
る

『
清

水
物

語
』

(寛

永

十

五

年

刊

)

の
各

条

を
あ
げ

て
、
仏

教

の
立
場

か
ら
論

評

し
た
書
物

で
あ

る
。

作
者

は
、

延

宝

三
年

(
一
六

七
五
)

刊

の

『勃
書

籍
題

林

』

に

「
清

水

修

行
」

と
記

さ
れ
、

野
間

光
辰
氏

は

こ
れ
を
清

水
寺

執
行
宗

親

で
あ

る

と
推

定
し

て

お
ら

れ
る
。
小
稿

は

、
本
作

品

の
伝

本
調

査
報

告

で
あ

る
。
実

見

し
え

た
板
本

の
数

は

ま
だ
不
十

分

で
あ

る
が
、

そ

の
版
種

と
本

文

に

つ
い

て

一
応

の
整

理

を
行

っ
て

み
た

い
と
思
う
。

 

 
 

 

一 

版

種

 

『
祇
園
物

語
』

に

つ
い
て
、
刊
記

を
有

す
る
本

の
存

在

は
報
告

さ

れ

て

い
な

い
。
内

容

や
装
訂

の
面

か
ら
、

刊
年

は
寛
永

末
年

を
下

ら

ぬ
と

の
推

定
が

諸

先
学

に
よ

り
な

さ

れ

て

い
る
。

版
種

に
関

し

て
は
、

『
近
世

文

学

未
刊
本

叢
書

・
仮

名
草

子
篇

一
』

の
解

題

に

「初

版
利

用

の
再
刻

本
」

が

あ

る
旨

、

記

さ
れ

て

い
る
。

今
回

の
調
査

で
も
、

初

版
と

そ

の
覆

刻
版

と

い
う
関
係

に
な

る
と
思
わ
れ

る
二
版
を
確
認
し
た

の
で
、
以
下

に
紹
介

す
る
。

(A
)大
阪
女
子
大
本
(①
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

大
本
二
冊
。

表
紙

版 内 題
心 題 籏

 

匡
郭
印
面
高
さ

印 刊 丁 本
記 記 数 文

九

一
三

・
五
/

G
)

濃

標
色

地
紙

に
雷
文

繋
ぎ

・
蓮
華

唐
草

文
様

空
押

し

。

二
七

・
九

×

一
九

・
七

糎
。

上
下
巻

と
も
剥

落
。

「
祇
園

物
語

上

(
下
)
」

(上
下
巻

と

も

一
丁

表
)
。

「
祇

上
 

 

 

一

(～

四
十

八
)
」
、

「
祇

下

 

 

 

一

(～

四

十

八
)
」
。

な
し
。

 
 

上
巻

二

二

・
○
糎
、

下
巻

二

一
・
三
糎

(上

下

巻

と
も

一
丁

 
 

表

本
文

初
行

)
。

毎
半
葉

三

行

、
行
二

二
字
内
外
、
句
読
点

・
振
仮
名

・
返
点
付

刻
。

上
下
巻

と

も
四

八
丁
。

な
し

。

「
大
阪

女

/

子
大

学
/

図

書
」
、

「
[
目
目

/

政

吉

/

寳
」

(丸

い

墨

印
)

ほ
か
。

一28一

 

ほ

か

に
、

次

の
諸

本

も

(
A
)

で
あ
る
。



 
 
②
国
文
学
研
究
資
料
館

(ナ
四
/
四
六
)

 
 
③
五
季
文
庫

 
 
④
早
稲
田
大
学
図
書
館

(
へ
=
二
/

一
二
】
四
)

 
 
⑤
筑
波
大
学
附
属
図
書
館

(ル

一
五
〇
/
七
、
存
上
巻
)

 
 
⑥
国
立
国
会
図
書
館

(
一
四
四
/
七
二
)

 
 
⑦
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

(九

=
二
・
六

一
/
イ

一
六
五
)

 
 
⑧
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫

二

八

こ

 
但
し
、
⑧
刈
谷
村
上
文
庫
本
は
現
在
書
庫
に
見
当
た
ら
な
い
と
の
こ
と

で
、
国
文
学
研
究
資
料
館

マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
り
版
種
を
判
断
し
た
。
な

お
③
五
季
文
庫
本
、
④
早
大
甲
本
、
⑦
天
理
図
書
館
本
に
は
、
大
阪
女
子

大
本
で
剥
落
し
て
し
ま
っ
た
原
題
籏
が
残

っ
て
お
り
、
「祇
園
物
語
ー
下
)」

と
刷
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
早
大
甲
本
、
天
理
図
書
館
本
は
、
丹
表
紙
本
で

あ
る
。

(
B
l
>成
城

大
本

(⑨

成
城
大
学
図
書
館

 
九

=
二
・
五

}
/
S
H

四
九

9
)

大
本

二
冊

。

表
紙

 
雷
文

繋
ぎ

・
蓮
華

唐
草

文
様

空
押

し

の
あ
る

丹
表
紙

。

二
七

・
三

 
 

 

×

一
九

・
○
糎

。

版 内 題
心 題 籏

 

匡
郭
印
面

高

さ

本
文

・
丁

数

・
刊

記

表
紙

左
肩

に

「祇

園
物

語
裏
卜
)」

(
A
)

に
同

じ
。

(
A
)

に
同

じ
だ
が
、

上
巻

三
〇

丁

の
版
心
題

な

し
。

丁

付
も
埋

め
木

の
可
能

性

あ
り
。

(
A
)

に
同

じ
。

 
 

上
巻

二

一

・
四
五
糎

、
下
巻

二

一

・
三

糎
。

 
 

 
 

 
 

(
A
)

に
同
じ
。

同

丁

は
、

印

記
 

 
「岡

田
眞
/

之
藏
書

」
、

「
成

城
/
學

園
/

圖
書

」
。

 
ほ
か
に
、
次
の
諸
本
も

(B
1
)
で
あ
る
。

 
 
⑩
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

(九
八
/

一
七
)

 
 
⑪
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料

(0
0
九
/
四
、
下
巻

一
六
丁
欠
)

 
 
⑫
慶
応
義
塾
図
書
館

(
一
四
六
/

一
八
七
)

 
 
⑬
国
立
国
会
図
書
館

(
】
四
六
/

]
六
九
)

 
 
⑭
お
茶
の
水
図
書
館
成
費
堂
文
庫

 
 
⑮
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

(狩
/
四
/

一
一
三
九
三
、下

 
 
 
巻
四
丁
欠
)

 
 
⑯
京
都
大
学
文
学
部
頴
原
文
庫

(P
b
/

=
二
)

 
 
⑰
京
都
府
立
総
合
資
料
館

(特
九
九
五
/
六
)

 
 
⑱
筑
波
大
学
附
属
図
書
館

(ル
一
五
〇
/
八
)

 
 
⑲
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫

(三
/
F
/
a
/
ろ
/
六
〇
)

 
 
⑳
今
治
市
河
野
美
術
館

(二
八
四
/
三
七
七
)

 
 
⑳
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

(〇
九
三
/
四
)

 
 
⑳
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館

(三
二

一
〇
/

一
五
)

 
こ
の
う
ち
⑳
河
野
美
術
館
本
、
⑳
小
城
鍋
島
文
庫
本
、
⑳
ソ
ウ
ル
大
本

は
、
国
文
学
研
究
資
料
館

マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
り
版
種
を
判
断
し
た
も
の

で
、
原
本
は
見
て
い
な
い
。
略
解
題
を
示
し
た
成
城
大
本
の
ほ
か
、
⑪
東

京
誌
料
本
、
⑫
慶
応
本
、
⑭
成
貰
堂
文
庫
本
も
原
題
簸
が
残
る
丹
表
紙
本
。

さ
ら
に
⑯
穎
原
文
庫
本
、
⑰
府
立
総
合
資
料
館
本
、
⑱
筑
波
大
乙
本
も
丹

表
紙
本
。

(A
)

と

(
B

1
)

は
、
本

文

の
字
配

り
、

字
体

に
至

る

ま

で
基

本
的
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に

一
致

す
る
。

一
方

が
初

版

で
、
他

方
が

そ

の
覆

刻

版

で
あ
る

と
考

え

て

良

か

ろ
う
。

(
A
)
諸

本

と

(
B

l
)
諸

本

を
詳

細

に
比

べ
て

み

る
と
、

(
B
1
)

諸
本

は
全
体

的

に
印

面
高

さ
が

や
や

低
く

、
句
読

点

で
あ

る

べ

き

と

こ
ろ
が
濁
点

だ

っ
た
り

、
そ

の
逆
だ

っ
た

り
す

る
誤

り
が

目
立

つ
。

ま

た
上

巻

三

四
丁
表

三
行

目

か

ら
四
行

目

に
か
け

て
、

(
A
)

の
本

文

が

「
…
あ

ら

そ
ひ
な
き
/

な

り
。

た

》
し

…
」

と

「
そ

ひ
な

き
」

を

埋

め
木

で

補

っ
た

形

に
な

っ
て

い
る

の
に
対

し
、

(B

1
)

の
本

文

は

「
…
あ

ら
そ

ひ
/

な

き
也

。
但

…
」

と
整

っ
た
形

を
し

て

い
る
。

こ
れ

ら
は

、

(B

1
)

が

(A
)
に
基

づ
く
覆

刻
版

で
あ

る
こ
と
を

示
す
も

の
と
言

え

よ
う
。
よ

っ

て
初

版

は

(A
)

の
方

で
あ

る
と
思

わ
れ

る
。

 

た
だ

こ
こ

で
ひ
と

つ
気

に
な
る

の
は
、

A
版

に
、

上
記

「
そ

ひ
な

き
」

の
埋

め
木
補

正

が
行

わ
れ

て

い
な

い
本

、

す
な

わ
ち
、

よ

り
早

い
刷

り

の

本
が

存
在

す

る
か
も

し
れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

今
後

の
調
査

は
、

こ
の
点

に
注
意

し
て
進

め
る
必

要
が

あ

ろ
う

。

 

ま
た
A

、
B
両

版

の
開

版
時

期
だ

が
、

A
版

は
寛
永

十

五
年

(
一
六
三

八
)

十
月

(
『
清
水

物

語
』

の
刊

年

月
)

以
降

の
寛

永

年
中

、

B
版
も

寛

永
末

年
も

し
く

は
そ

れ
を
あ

ま
り
下

ら
な

い
の
で
は

な

い
か
と

の
印
象

を

受

け
る
。

 

と
こ
ろ
で
、
B
版
に
は
版

心
部
分

に
補
修

の
加

え
ら
れ
た
本
が
存
在

す
る
。

(
B
2
)
早

大

乙
本

(⑳

早
稲

田
大
学

図
書

館
 

へ

一
三
/

三

六
八
)

大
本

二
冊
。

表
紙

 
標
色

地
紙

に
卍
繋

ぎ

・
牡

丹
唐

草
文

様
空

押

し
。

二
七

・

一
×

一

 
 

 

八

・
七
糎

。

題
簸

 

 
(
B

1
)

に
同

じ
だ

が
、
上
巻

の
は

か
な
り
刷

り
が

悪

い
。

内

題
 

 
(B

1
)

に
同
じ
。

版

心
 

上
巻

三
〇
丁

の
版

心
題

が

「祇

上
」

と
埋

め
木

補

正

さ
れ

て

い
る

 

 
 

が
、
同

丁

の
丁
付

は
な

し
。

匡

郭
 

 
(B

1
)

に
同
じ
。

印

面
高

さ
 
上

巻

一
=

・
五
五
糎

、
下

巻

二

一

・
三
糎

。

本

文

・
丁
数

・
刊
記
 

 
(
B

1
)

に
同

じ
。

印

記
 

 
「
早
稲

田
/
大

學
/

圖
書

印
」

ほ

か
。

備

考
 

上
巻

=
二
丁
裏

に
四
箇
所

ほ

ど
朱
筆

訂
正

が
施

さ

る
。

 

早
大

乙
本

の
刷

り

は
、

(
B

1
)
諸

本

よ

り
後

と
思

わ

れ

る
。
前

記

の

ご

と
く

(B

1
)
諸
本

に
は
上
巻

三
〇

丁

の
版
心

題
が

な

か

っ
た
が

、
早

大

乙
本

は
、

そ

の
版

心
題

が
埋

め
木

で
補

わ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ
が

代
わ

り

に
、

(
B

1
)

諸
本

に
あ

っ
た

同

じ
丁

の
丁

付

が
な

く

な

っ
て
し

ま

っ

て

い
る
。

そ

の
理
由

は
定

か

で
な

い
が
、

こ
れ
も
前

記

の
通

り

、

(
B
1
)

の

こ
の
丁
付

は
埋

め
木

の
よ
う

に
も
思

わ

れ
、

そ
れ
が

早
大

乙

本

で
は
脱

落

し

て
し
ま

っ
た

と

い
う

こ
と

な

の
か
も

し
れ
な

い
。

な

お
、

本
文

に
は

(B

1
)
諸
本

と

の
異
同

は
見
当

た

ら
な

い
。

 

さ

て
、
今

回

の
調
査

で
は
も
う

一
本

、
奇

妙
な
本

に
出
会

っ
た
。

そ

れ

は
関
大
本

(⑳

関
西

大
学
総

合
図

書
館

 

C
/
九

一
三

・
六

一
/

K

一
/

一
)

で
あ
る
。

こ
の
本

は
、
上
巻

の

一
～

一
五
丁

、

一
八
～

二
〇
丁

、

二

六

丁
、

お
よ
び

下
巻

の
三

丁
、

四
丁
、

六
丁

、
七

丁
が

(
A
)

で
、

そ
れ

以

外

の
丁

が

(B

1
)

で
あ

っ
た
。

(A
)

の
丁

と

(
B

1
)

の
丁

は
小

口

の
汚

れ
旦
ハ合

が
異

な

っ
て

い
る

の
で
、
関

大
本

は

二
版

を
取
合

せ
て
綴

じ

直
し

た
本

と
考

え
て
良

か

ろ
う

。
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以
上

の
通

り
、
管

見

に
入

っ
た

『祇

園
物
語

』

の
版
種

は

二
版

三
種

で

あ

っ
た

。
本
文

に
関

し

て

い
え
ば

、
初

版

と
思
わ

れ
る
A

版

の
本

文

と
そ

の
覆

刻

版

で
あ
る

B
版

の
本
文

の
二
種

で
あ

る

こ
と
が

わ
か

っ
た
。
次

節

で
は
、

A
版

と
B

版

の
本

文

を
比
較

、
検
討

し

よ
う
と
思

う
。

二
 
本
文

 

ま
ず

、
実
際

に
A
版
本

文

と
B
版
本

文

の
異
同

を
示

そ
う
。
対

校

に
は
、

お
の

お
の
早

い
刷

り

で
あ

る

と
思
わ

れ
る
①

大
阪
女

子
大

本
と
⑩

岩
瀬

文

庫
本

を

用

い
る

こ
と

に
す
る
。
な

お
繁

雑

に
な
る

の
を
避

け
、
清

濁

の
差
、

句
読

点

や
返
点

の
有
無

、

濁
点

と
句
読

点

の
取
り
違

え
等

は
、
本

文
解

釈

上
問

題

と
な

り
そ
う

な
も

の
の
み
記

し
、
そ
れ
以
外

は
省
略

す

る
。
ま
た
、

異

同

の
種

類
を

次

の
よ
う

な
記
号

で
最

下
段

に
示

す

こ
と

に
す

る
。

 
 

a
-
A
版

に
な

か

っ
た
振
仮

名

が
B
版

で
追
加

さ

れ
た
も

の
。

 
 

b

-
A
版

に
あ

っ
た
振
仮
名

が

B
版

で
脱
落

し
た

も

の
。

 
 

c
ー
本
文

上

の
正
誤

と

い
う
点

で
、

A
版
が

正
し

く
B
版

が
誤

り

で

 
 

 

あ
る
も

の
。

 
 

d

ー
同

じ
く
、

A
版

が
誤

り

で
B
版
が

正
し

い
も

の
。

 
 

e
ー
同

じ
く
、

ど

ち
ら

と
も
判
断

し

が
た

い
も

の
、

お

よ
び

ど
ち

ら

 
 

 

も
可
能

な

も

の
。

上
 

=
畏
10

 

 
五
表

5

 

 
6

五
裏

3

(A
)
大
阪
女
子
大
本

板
に
あ
ひ
か
な
わ
ひ
と

観
音
御
心

定
業
亦
能
縛

(B
1
)
岩
瀬
文
庫
本

板
に
あ
ひ
か
な
わ
ん
と

観
音
御
心

定
業
亦
能
鱒

adba

七
表

3

 
 

10

七
裏

1

八
表

5

 
 

5

九
表

5

 
 

8

九
裏

3

 
 

6

一
裏

4

四
表

48

 
 

 
8

一
六
表

7

一
七
裏

10

一
八
表

5

一
九
裏

10

二
〇
裏

4

二

一
裏

11

二
四
表

3

二
四
裏

3

二
六
表

10

二
七
裏

11

三
〇
裏

4

災
難
離く

わ
た

ひ
を
引

。

さ

れ
候

之偽

り
は

し

た
か
。

ひ
。

無

理
お

ほ
く
。
な

り

な

か
り
し

ゆ

へ
。

随
虎
相
鷹
禅律堅

受

伏
犠
鏡

に

又
次

に

導

に

指

も

楠学
問
身た

の
し

む
あ
り

孫
楊

き
ゆ

る

に

。

災
難
離く

わ
た

ひ
を

引

き
。

さ
れ
候

之偽

り

は

し
た
が

ひ
。

無

理
お
ほ
く

な
り

。

な

か
り

し
ゆ

へ
に
。

随
唐
相
鷹
禅律堅

受

伏
犠
鏡

に

一
又
次

に

導

 

に

指

も

楠学

問

身た

の
む
あ
り

孫

楊

ゆ
る

aadaadddddaaaaCaeababCCC
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三

一
裏

1

三

三
表

5

三

四
裏

3

 

 

 
6

三

五
裏

1

三

七
表

10

三

九
表

9

四

三
表

3

 
四

四
表

8

 
四

四
裏

3

 
四
五
表

10

 
四
五
裏

4

下
 

一
表

8

 
 

=
畏
1

 
 

三
裏

6

 
 

四
表

7

 
 

 

 
10

 
 

四
裏

1

 
 

 

 
45

  五

  表
116 118

一
又
次
に

一
又
次
に

す
な
の
と
り

森
雨
和
漢
軍
法
越
済

又
次
に

又
次
に

す
な
と
り
り

森
雨
和
漢
軍
法
越
済

あ

ら
そ
ひ
な
き
/

な

り
。

た
 

 
あ

ら
そ

ひ
/

な
き
也

。
但

〉
し
孟
子
東
郭
あ
り

勇
猛
勇
猛
夫
婦
主
も
佛
に
我
み
し
か
き

根
本
孔
老
の
道

死
し
て
は

今
生
の

未
来
品
≧
礼三

孟
子
東

郭
あ
り

勇
猛
勇
猛
夫
婦
主
も

ほ
と
け
弗
こ
斜
ー
我
み
じ
か
き

根
本
孔
老
の
道

死
し
て
は

今
生
の

未
来
品
≧
騰諦三

eeCdCbeeCaeeaaaaaabaaaaa

五
裏

10

六
裏

7

 

 
8

 
 

 
9

 
七
裏

8

 
九
表

5

一
〇
表

7

一
一
裏

6

 
 

 
9

一
二
表

2

一
五
表

1

一
八
表

3

一
八
裏

-

一
九
表

1

二
〇
表

10

二

一
表

1

 
 

 
2

一
=

裏

1

 
 

 
11

二
四
裏

7

 
 

 
8

二
六
裏

1

 
 

 
2

二
七
裏

7

二
八
表

9

善
根
浄
飯
署
苦
不
邪
婬

啓

と

志
 
 
に

夷
斉
彦
一丁

劉
所
生

と

れ
い捨

る

己
心
仁
者
な
さ
ん
た
め

仏
と
申

つ
き

造
次
に
も

悟桓

魑
斯
文
才
工
大
聖
人

生
つ
き

改

め
て
ば

書
師
仏
の
さ
わ
り

供
養

善
根
浄
飯
署
苦
不
邪
婬

啓

と

志
 
に

夷
斉
彦
一丁

卸
雪
生
 
と

は
ま
い
う

捨

る
己
心
仁
者
な
さ
ん
た
め

仏
と
申

つ
き

造
次
に
候

悟桓

魑

斯
文
才
工
大
聖
人

生

つ
き

改

め
て
は

書
師
仏
の
さ
る
り

供
養

aaCbCCdCaCbaaaCbabbaadbCb
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三

一
裏

7

三
四
裏

10

三

八
表

1

三

八
裏

7

三
九
表

5

四

一
表

6

四

一
裏

5

四

二
表

1

 

 
 

8

四

二
裏

3

 

 
 

10

四
四
裏

6

四
七
表

7

四
八
表

1

銘
物
膠
公
乞
食
居段
干
生

洗

米

報
恩
の
表
式

罪
業
無
始
不
足
満
足
心
を
つ
け

浮

ひ
て

星
は

銘

物

 
公
乞
食
居段
干
生

洗
米
報
恩
の
表
式

罪
業
無
始
不
足
満
足
・b
を
い
け

まが
び
浮

ひ
て

星
は

aabebbbbdbbCCb

 

御
覧

の
通

り
、
異

同

の
六
〇

パ

ー
セ

ン
ト
以
上

は
、
振

仮
名

の
追

加

か

脱

落

で
あ

る

(全

九

一
例
中

五
六
例

)
。

A

版

に
な

か

っ
た
振

仮

名

が

B

版

で
新

た

に
追

加

さ
れ
た
例

(
a
)

の
方
が

多

い

(五

六
例
中

三

六
例
)

が
、
下
巻

の
後

半

に
な

る
と
そ

の
逆

の
脱
落
例

(
b
)

が
目
立

っ
て
く

る
。

 

次

に
、

振
仮

名

の
有

無

以
外

の
異
同

を
本

文
上

の
正
誤

と

い
う
点

か
ら

見

た
内
訳

は
、

次

の
如

く

で
あ

っ
た
。

A
版

が
正

し
く

B
版

で
誤

っ
て
し

ま

っ
た

も

の

(
c
)

が

一
六
例

、
A

版

の
誤

り

が
B
版

で
訂
正

さ

れ
た

も

の

(d

)
が

一

一
例

、
ど

ち
ら

と
も
判

断

し
が

た

い
も

の
、

お
よ
び

ど

ち

ら
も
可
能

な

も

の

(
e
)

が

八
例

で
あ
る
。

c
は
覆
刻
時

の
単

純

な
誤
刻

と
思
わ

れ

る
も

の
が
多

く

、
d

も
う

ち
五
例

は
濁

点
や
句

読
点

の
整

理

で

あ

る
な
ど
特

記

す

べ
き
異
同

は
見

当

た
ら
な

い
。

し
か
し

e
の
八
例

に

つ

い
て
は
、

そ
れ

ぞ
れ
多

少

の
説

明

が
必
要

か
と
も
思

わ
れ

る

の
で
、

以
下

ざ

っ
と
異
同

の
様

相

を
記

し
て

お
き
た

い
。

 
 

又
次

に
↓

一
又
次

に

(上

一
九
裏

10
)

 
 

一
又
次

に
↓
又
次

に

(上
三

一
裏

1
、
同

三

三
表

5
)

 

こ
れ

ら

は
、
文

頭

の

コ

」

の
追

加

と

脱
落

で
あ
る
。

『
祇
園

物
語

』

の
本

文

は
、

『
清

水
物

語
』

か
ら

の
引

用

部

の
頭
を

、
話

題

の
転

換

を
示

す
意
味

で

コ

又
次

に
～
」

と
始

め

る
場

合

が
多

い
が
、

そ

の

コ

」

は

他

行
頭

よ

り

一
格

高
く

記

さ
れ

て
お
り
、

製
版

時

に
彫
り
落

と
さ
れ

や
す

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、

コ

」

が

な

い
か
ら
と

い

っ
て
本

文

読

解

上
問

題

が
生

じ
る

わ
け

で
は
な

く
、
誤

り

と
は
必
ず

し

も
言

え
な

い
の

で
、
追

加

も
脱
落

も

e
に
分

類
し

た
。

 
 

越

済

↓
越
済

(上

三
九
表

9
)

 
 

勇
猛

↓
勇

猛

(上

四
五
表

10
、

同
四

五
裏

4
)

 
 

居
↓

居

(
下
三

八
裏

7
)

 

こ
れ
ら

は
、

B
版

で
振
仮

名
が

変
更

さ

れ
た
も

の
で
あ

る
。

ま
ず

最
初

の

「越

済

」

は
、
次

の
よ

う

に
用

い
ら
れ

て

い
る
。

 
 

孔
子

は
魯

衛

に

い

れ
ら

れ
ず

。

孟
輌

の
齊

梁

に
も

ち

い
さ

る
は
偏

 
 

に
費
物

に
か

ひ
て
な

き

か
こ
と
し

。
わ

か
朝

に
も
尋

候

は

〉
分

ζ
の

 
 

師

は
僧

に
も
俗

に
も

あ
ら
ん

か
。

此
あ

た
り

に
も
越

済

せ
る
道

士
あ

 
 

る
よ

し
。

 

前
後

の
文
脈

か
ら
、

こ
れ
は
越

在

(
ヱ
ツ
ザ
イ
)

の
意

で

あ
る

よ
う

に

思

わ
れ

る
。

し
か
し

な
が

ら
、
越

在

が
越

済

と
表
記

さ

れ
る

こ
と
が

あ

っ

た

か
ど
う

か

は
未
詳

で
あ

る
。
よ

っ
て

「
越
済

」

の
読

み
は
確
定

で
き
ず
、

e
に
分
類

し
た

。

二
番

め

の

「
勇

猛
」

は
、
例

え
ば

寛
永

十

五
年
版

『眞

一33一



草

二
行

節

用

集

』

の
振

仮
名

が

「
ゆ
う

み

や
う

」
、

寛

永

二
十

一
年

版

『
二
躰

節

用
集
』

の
振
仮

名

が

「
ゆ

み

や
う
」

で
、

『
日
葡

辞

書
』

の
見

出

し

語

も

「因
二
巨

α
」

の
み

で
あ

る

か
ら
、

当

時

は

ユ

(
ウ
)

ミ

ヤ

ウ

と

い
う

読

み
が

優
勢

で
あ

っ
た

の

か
も
し

れ
な

い
。

だ
が
、
前

代

に
成

立

し
た

『
文

明
本

節

用
集
』

に

は

「
ユ
ウ

マ
ウ
」
、

「
ユ
ミ

ヤ
ウ
」
、
逆

に
時

代

の
下

る

『和

漢
音
繹

書
言

字
考

節

用
集
』

に
は

「
ユ
ウ

マ
ウ
」
、

「
ユ
メ

ウ
」

と
、
そ

れ
ぞ

れ
二
種

の
振
仮

名

が
見
え

、

ユ
ウ

マ
ウ

と

い
う

読

み
も

可
能

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

三
番

め

の

「
居
」

は
、

歴
史

的
仮

名
遣

い

で
は
勿
論

「
ゐ
て
」

が
正

し

い
が
、

こ

の
頃

は

「
い
て
」
も

混
用

さ
れ

て

い
た

(例

証

は
省
略

す
る

)
。

 
 

あ

ら

そ
ひ
な
L/

な

り
。

た

〉
し
 

↓

 

あ

ら

そ

ひ
/

な

き

也
。

但

 
 
 
(上

四
三
表

3
)

 

こ
の
異
同

は
前
節

で
も

と
り

あ
げ

た
。
埋

め
木

部

分
を
本

行
中

に
取

り

込

み
、

体
裁

を
整

え
た
も

の
で
あ

る
。

 
以

上
、

A
版

と

B
版

の
本
文

の
比

較
、
検

討

を
行

っ
た
。

簡

単

に
ま
と

め

て
み
る

と
、

覆
刻

版

で
あ

る
B
版

の
本
文

は
、

初

版

と
思

わ

れ

る
A
版

の
本
文

よ
り
振

仮
名

が
増

え
、

明
ら

か
な
誤

り

も
あ

る
程
度

訂

正
さ

れ
て

い
る
。

し

か
し
覆
刻

版

の
常

と
し

て
、
単
純

な
誤

刻

と
思

わ
れ

る
新

た
な

誤
り

も
見
出

さ
れ

、
誤
り

の
総

数

は
A
版
本

文

よ
り

も
や

や
多

く
な

っ
て

い
る
。

(2
) 

天
理
図
書
館
司
書
研
究
部
編

、
昭
22
、
養
徳
社
。

(3
) 

②
国
文

学
研
究
資
料

館
本

の
表
紙

も
丹
表
紙

だ
が
、
上
下
巻

と
も
、
後
表

 

紙
右
下
部

に
題
籏

の
跡

が
あ
り
、
後
補
表
紙

で
あ

る
。

(4
) 

但

し
、
筑

波
大

乙
本

は
上
下
巻

が
合

綴

さ
れ
て

い
る
。
そ

の
表

紙
は
、

わ

 

ず

か
に

一
部

が
残

る
題
籏

か
ら
、
下
巻

の
表
紙

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(5
) 

『近

世
文
学
未
刊
本

叢
書

・
仮

名
草
子
編

こ

の
翻
刻

は

「
あ
し

か
ら
さ

 

る
な
り
。
た

〉
し
」
(
79
頁
下
段

1
行
)

と
な

っ
て

い
る
が
、
底
本

の
天
理
図

 

書
館
本

は
後
印
本

で
、

こ

の
箇
所
が
不
鮮
明

で
あ

る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(6
) 

全

丁
揃

い
の
複

写
本

に
基

づ
く
。
岩
瀬
文
庫

本

の
刷
り

の
具
合
は
、
成
城

 

大
本

と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な

い
。
濃

標
色
表
紙

で
、
下
巻

に
の
み
原
題
策

の

一

 

部
が
残

る
。
印

面
高

さ
は
上
巻

二

 
・
五
糎
、
下
巻

二

一
・
二
糎

。

(7
) 

A
、
B
両
版

と
も

「
一
」
が
な

い
箇
所
も
あ

る

(上

二
五
表

8
な
ど
)。
ま

 

た
、
「
=

は
摺
刷
時

に
墨
を
付

け
忘

れ
ら
れ
る
こ
と
も
多

か

っ
た
よ
う

で
、

 

後
印
本

で
は
し
ば

し
ば

刷
り
落
と
さ
れ

て
い
る
。

(8
) 

傍
線
筆
者

。

(9
) 

「
亡
人
不
俵
、

失

レ
守
二
社
稜

一
、
越
:
在
草
葬

一」

(春
秋
左

氏
伝

.
昭
公

 
 
二
十
年
)、

「寡

君
越
二
在
草
葬

一
、
未

レ
獲

レ
所

レ
伏
」

(同

.
定
公
四
年
)

な

 
 
ど
の
用
例

が
あ
る
。

(10
) 

大
本

三
冊
。
刊
記
は

「寛
永
戊
寅
霜
月
穀

且
/

西
村
左
右
衛
門
梓
行
」。

(11
) 
横

本

ニ
ツ
切

三
冊
だ
が
、
今

回
見
た
国
会

図
書
館
亀

田
文

庫
本

は
上
中
巻

 

欠
。
刊
記

は

「
寛
永
廿

一
岬
歳
九
月
吉
日
」
。

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

(や
な
ぎ

さ
わ
 

ま
さ
き
)

一34一

 

注
(1
) 

『
日
本

古
典
文

学
大
辞
典
』

 

 

語
』

の
項
。

第

二
巻

(昭

59
 
岩

波
書
店
)

の

『祇
園
物


